
 資料１ 
第５回宍粟市都市計画マスタープラン検討委員会の主な意見と対応方針 

 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

項目 都市の現状と都市づくりの課

題について 
都市の将来像 ２分野別方針 （５）歴史的文化的資源の方針 

（６）市街地・集落及び住環境

の方針 
（７）防災及び減災の方針 

主な

意見 

・P４ページに宍粟市の現状と

いうことで状況が説明され

ている。そのあと P20 ページ

でその個別分野ごとに、現状

というが出てきている。現状

という言葉が、2 段階に分け

て使われており、どこを見た

ら現状なのかわかりづらい。 

・P29 の都市づくりの基本目標

のなかに、項目を追加するな

どして、人口が減少に転じて

いることや、コンパクトで機

能的で充実した社会にする

ことで、歩いて生活できる社

会の実現という、都市の方向

性を打ち出してほしい。新し

い社会を構想しているとい

うことを明記してほしい。 

・都市機能を充実させます、公

共交通の利便性を図ります、

良好な住環境を整備します

などは、平成 10 年都市計画

マスタープランに同じよう

な文言があっても違和感の

ない言葉である。具体的にど

う取り組むのか、明確さに欠

ける。 

・前回の資料では、ここに観光

駐車場、観光情報発信拠点施

設、休憩施設などの整備によ

りという表現であったが、そ

れが観光駐車場のみになっ

ている。例えば、宍粟市の玄

関口として観光関連施設の

整備充実を図るとか、具体的

に書かなくても前向きな内

容を書いていただくことを

希望する。 

・従来、都市計画区域に住んで

おられる方と第１のダムか

ら移住された方がコミュニ

ティを図っていくことは、都

市計画の中で非常に重要な

要素だと考える。これを地域

総合戦略など、ほかの計画で

示すから都市計画マスター

プランには示さないという

ことが理解できない。重要な

方針なので入れたほうがい

い。 

・避難所の整備や、災害の予防

以外に、減災の観点から町を

どう創っていくのかってい

うことが読み取れない。この

プランの中では日常の安全

安心と非常時の安全安心が

混在していると見受けけら

れる。そのため、それらを明

確に、ある程度具体的な方向

性を持って、盛り込むことが

出来たら良いと思う。 

対 応

方針 

ご指摘どおり修正する。 

P４ページ「第１章都市の概況

……」「１宍粟市の概況」とす

る。 

P29「２都市の将来像」に「（２）

都市づくりの基本的な考え方」

の項目を作成し、今後の都市づ

くりの基本的な考え方の方向

転換を図るという内容で追加

する。 

P37 から P55 に示す９つの方針

において、「取り組みます」、「図

ります」などの表現に対し、具

体性を表現するために、各方針

の最後に「〇〇方針にかかる主

な事業」として現在実施してい

る事業名を追加する。 

担当部局に観光駐車場の構造

を確認したところ、現在の内容

までしか記載できない状況で

ある。（現時点で都市マスの記

載変更はなし） 

本計画の中においては、将来の

都市の構想の中で基盤的、施設

的なところを示して方向性を

出していくことが大事である。

上位計画である総合計画、地域

創生総合戦略の定住促進の重

点項目の中で戦略事項として

既に挙がっているため、掲載を

見送らせていただく。（現時点

で都市マスの記載変更はなし） 

P59 取組テーマ別構想で「安全・

安心のまちづくり」の項目を作

成し、交通安全などの日常の安

全安心と水害などの非常時の

安全安心の内容を追加する。 



第５回宍粟市都市計画マスタープラン検討委員会の主な意見と対応方針 

 

 ⑦ ⑧     

項

目 
子育て環境について 少子化対策、情報発信の整備     

主

な

意

見 

・少子化対策を考えた時に子ど

もを育てやすい環境は必要で

ある。保育サービスは増えて

いるが、宍粟での子育てがよ

りよくなるような具体的な内

容があればと感じる。また、

生まれた子たちが豊かな自然

を当たり前の生活環境だと思

わずに、地域の方々が環境を

守っていることを発信できる

ような内容もあればとも考え

る。 

・人口減少傾向の中、世帯数が

増加している傾向があるが、

空き家利活用の拡充を図るこ

とで少子化対策につながらな

いか。また、子育て世帯に向

けた情報発信環境整備を検討

してはどうか。 

    

対

応

方

針 

環境整備については、第３章都

市づくりの方針の公園緑地、自

然環境の方針で示している。少

子化対策として、第４章取組テ

ーマ別構想で３つの重点テーマ

の中の生活利便性を高め、都市

の活力を創出する拠点機能の強

化に位置付け、その中で（２）子

育て環境の充実として追加す

る。 

空き家においては、有効活用で

きるものは空き家バンク制度等

において定住促進につながるよ

う取り組んでおり、空き家の利

活用について P49 の⑥空き家・

空き地対策で示している。 

また、情報発信環境の整備につ

いては、本計画において記載し

ないが、市のホームページから

の情報発信を強化するととも

に、住まいや子育てのほか、移

住者の経験談など移住希望者に

とって必要な情報をわかりやす

く市内外に発信し、新たな移住

者の増加につなげます。 

    

 


